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ようやく、朝 夕が過 ごしやすくな ってき ました。  

現在会員登録数 4,528 人さま。次号は 10 月 21 日発行の予定 で す／  
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●「おはなし モノレ ール」参加申 込受付 中  

大 阪 モ ノ レ ー ル 「 万 博 記 念 公 園 駅 」 か ら 「 彩 都 西 駅 」 ま で 、 貸 切 モ ノ レ ー ル

に乗って絵本 やおは なしを楽しみ、彩 都 の 会場で人形劇 を観る イベントです 。 

◇開催日： 10 月 26 日（日）  

Ａコース＝ 12： 15～ 14： 15、Ｂコース＝ 13： 25～ 15： 25 

◇対象：５歳 ～小学 ３年生 （保護 者同伴 ）  ◇定員： 240 人  

◇参加費：一人 500 円（子ども・ 大人同 額）  

◇申込締切： 10 月６日（月）＜定 員を超 えた場合は抽 選しま す ＞  

※詳細、お申 し込み は↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#ohanashimonorail  

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会

など、さまざ まな事 業経費に充て させて いただきます 。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『オオカミは 海をめ ざす』  三田 村信行 /作  北沢夕芸 /絵  童 心社  2025 年

7 月  対象年齢：小学 校高学年以上  

＊今回のゲス トは当 財団理事の宮 川健郎 さん（Ｔ）で す。  

＊作品の最後 まで書 いています。  

あ ら す じ ： 中 学 生 の ユ ー キ は 、 家 族 と 住 め な い 子 ど も た ち と と も に 、 ユ ー キ

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#ohanashimonorail
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701


の 両 親 が 運 営 す る 「 ノ ア ・ ハ ウ ス 」 に 住 ん で い る 。 あ る 日 、 イ リ ヤ と い う

年 上 の 少 年 が 「 ノ ア ・ ハ ウ ス 」 に や っ て き て 、 少 し ず つ 友 だ ち に な る 。 し

か し 、 イ リ ヤ に は 、 時 に 狼 に 変 身 す る と い う 秘 密 が あ っ た 。 イ リ ヤ は 村 の

奥 に あ る ベ ー ト の 深 い 森 へ 行 き 、 そ こ で 夏 の 間 だ け ひ そ か に 森 の 中 で 暮 ら

し て い る 人 た ち に 出 会 う 。 そ こ に は 、 遺 跡 が あ っ て 、 壁 に は オ オ カ ミ が 海

へ 行 く 絵 が 描 か れ て い た 。 イ リ ヤ は そ の 人 た ち に 、 イ リ ヤ こ そ が 待 っ て い

た 人 だ と 言 わ れ る 。 そ の 森 か ら 戻 っ た イ リ ヤ は 、 ユ ー キ に 森 で の 体 験 を 話

す。  

Ｙ ： 人 が オ オ カ ミ に 変 身 す る 人 狼 物 語 。 最 後 、 人 狼 の イ リ ヤ が ど う な る の か

と思って一気 に読み ました。  

Ｔ ： 舞 台 は ヨ ー ロ ッ パ の 村 の よ う で も あ り な が ら 、 書 か れ て は い な く て 、 い

わば無国籍の 児童文 学です。  

そ の 村 に あ る 、 ノ ア の 箱 舟 を イ メ ー ジ し た 「 ノ ア ・ ハ ウ ス 」 に イ リ ヤが

や っ て き ま す 。 イ リ ヤ や 「 ノ ア ・ ハ ウ ス 」 の 子 ど も た ち の 状 況 は 、 誰 も が

「 生 き に く さ 」 を 抱 え て い る 現 代 社 会 を 反 映 し て い る よ う に 思 い ま す 。 特

に 、 オ オ カ ミ で あ る と い う あ り の ま ま の 姿 が 周 り の 人 た ち か ら 受 け 入 れ ら

れないイリヤ は、「 生 きにくさ」が わかり やすい形で描 かれて います。  

Ｙ ： い き な り 作 品 の 結 末 に 飛 び ま す が 、 結 末 で 、 イ リ ヤ は 、 仲 間 た ち と と も

に 森 の 中 に で き た ＜ 海 ＞ へ と 去 っ て い き ま す 。 つ ま り 、 人 間 界 で は 生 き ら

れないと判断 します 。これをどう 解釈し たらいいんだ ろうと 思いました。  

Ｔ ： イ リ ヤ は 、 自 由 を 求 め て ユ ー ト ピ ア に 向 か い ま す 。 こ れ は 、 人 狼 に と っ

て、人間社会 は生き 続けていける 場所で はなかったと 読めま す。  

こ こ で 、 重 要 に な っ て く る の が 、 イ リ ヤ の 親 友 に な り 、 イ リ ヤ を 見 送っ

た ユ ー キ で す 。 ユ ー キ は こ の 作 品 全 体 の 語 り 手 で 、 読 者 が 寄 り 添 え る 人 物

になっていま す。  

Ｙ ： 私 も ユ ー キ が い て よ か っ た と 思 い ま し た 。 読 者 は 、 ユ ー キ と と も に 、 イ

リ ヤ た ち が 生 き ら れ な か っ た 人 間 社 会 の 現 実 を 背 負 っ て 生 き て く こ と に な

るからです。  

Ｔ ： そ し て 、 結 末 で 、 ユ ー キ が 「 ぼ く に と っ て の ＜ 海 ＞ は 、 い つ あ ら わ れ る

のだろうか 。」と 言う ことで、誰 もが自由に 向かって旅立 つ場所 として＜海

＞がイメージ できる ようになりま す。  

Ｙ：とはいえ、本当に この結末でよ かった のかなあと今 も思い 続けています 。  

Ｔ：ここは議 論の分 かれるところ かもし れません。  

Ｙ ： お も し ろ か っ た と こ ろ と し て 、 謎 解 き の 要 素 も あ り ま し た 。 ヒ ン ト は あ

る も の の 、 ベ ー ト の 森 で 暮 ら し て い る 人 た ち の 正 体 や 、 遺 跡 の 意 味 な ど で

す。  

Ｔ ： 恋 愛 の 要 素 も 読 ま せ る と こ ろ で す 。 イ リ ヤ は 、 ベ ー ト の 森 で 暮 ら し て い

る 少 女 エ マ と 恋 に 落 ち ま す が 、 エ マ に 恋 す る や は り 森 の 住 人 の ア ラ ン は 、

イ リ ヤ を 陥 れ よ う と し ま す 。 そ し て ア ラ ン の 幼 な じ み の ナ イ ジ ェ ル は 、 ア

ランに恋心を 抱いて います。  

Ｙ ： イ リ ヤ や 「 ノ ア ・ ハ ウ ス 」 の 子 ど も た ち が 、 学 校 の 子 ど も た ち や 村 の 人

たちから偏見 の目を 向けられると ころも 心に残りまし た。  

Ｔ ： い く つ か 参 考 文 献 が 挙 げ ら れ て い ま す が 、 ヨ ー ロ ッ パ の 伝 承 を う ま く 取

り込んでいる 点も興 味深かったで す。  

ともかく、 1939 年生まれのベテラ ンの著 者が新しい挑 戦をし て、二段組

み 335 ページにもわ たるおもしろ い長編 を書かれたこ とに心 からの拍手を

送りたいと思 います 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 121 回「山地の稜 」  



 レールを歩 くとい うこと  

 

農 学 校 教 員 の 〈 私 〉 は 、 生 徒 二 人 が 怪 訝 そ う に 見 つ め る な か 、 手 帳 を 携 え て

朝 の 野 に 出 て 行 き ま す 。 線 路 伝 い 、 レ ー ル に 沿 っ て 歩 い て い く と 、 工 夫 が 冷

笑 し な が ら 〈 私 〉 を 追 い 越 し 、 ま た 別 の 工 夫 は う し ろ か ら 手 帳 を の ぞ き 込 も

う と し ま す 。 似 鳥 さ ん の 泊 ま っ て い る 家 の 前 で 手 帳 を 広 げ 、 虎 戸 の 家 で は 格

子からこっち を見ら れたかもしれ ないと 気にしつつ、それ で も〈私〉は、〈一

向 差 支 へ は な い 〉〈 一 向 気 取 っ た わ け ぢ ゃ な い 〉〈 し な け れ ば な ら な く て し て

ゐ る ん だ 。 け れ ど も も し こ れ が し ん と し た 青 黝 い 空 間 で な ら ば 全 く ど ん な に

いいだろう。 それで も仕方ない〉 と思い ながら歩を進 めます 。  

向 こ う か ら 、 顔 見 知 り の 女 の 人 と 子 ど も が や っ て き て 、 他 愛 の な い 会 話 を 交

わ し て 行 き 過 ぎ ま す 。 す る と 、 早 池 峰 の 西 隣 に あ る 群 青 色 の 薬 師 岳 の 稜 が 浮

き 出 し て き ま す 。 さ ら に 東 へ 向 か い 、 線 路 沿 い に き た 工 夫 や 黒 沢 と 出 会 っ た

の ち に は 、〈 南 の 方 は そ ら 一 杯 に 霽 れ 〉〈 東 に は 敏 感 な 空 の 白 髪 が 波 立 つ 。 光

の 雲 の う ね と 云 っ た 方 が い ゝ 、 南 は ひ ら け た ト ウ ク ォ イ ス 、 東 は 銀 の 雲 の う

ね 、 書 い て 行 か う か 。 け れ ど も ど う も 斯 う 云 ふ 調 子 に の っ た 語 は 軽 薄 で い け

な い 。 そ れ で も や っ ぱ り 仕 方 な い 〉 と 〈 私 〉 は 考 え ま す 。 そ し て 、 鉄 橋 を 渡

っ た 向 こ う 岸 に は 野 菜 畑 が 広 が り 、 そ こ で 黒 光 り の 馬 が は ね あ が り 、 竜 の よ

うな赤い眼で 〈私〉 を見下ろすと ころで 物語は終わり ます。  

「 歩 行 し な が ら 通 り 過 ぎ る 家 々 か ら の 視 線 を 常 に 気 恥 ず か し く 感 じ 取 る 心 情

と空を眺めな がら歩 き感じる開放 感が対 比的に描かれ ている こと」（奥山 文幸

「山地の稜」 平成 19 年）が本作の 特徴で あり、手帳と 万年筆 を持った〈私〉

が 、 朝 の 沿 線 を 独 白 と と も に 克 明 に ス ケ ッ チ す る 描 写 に 「 心 象 ス ケ ッ チ の 方

法の成立の原 初的な 姿」（押野 武志「初 期 短編綴等Ⅱ」 平成 15 年）が見られ

るとも指摘さ れてい ます。  

と こ ろ で 、〈 私 〉 が 歩 く の は 軽 便 鉄 道 の 線 路 沿 い 、 レ ー ル の 上 で す 。〈 私 〉 は

レ ー ル を 介 し て 人 々 と 出 会 い 、 言 葉 を 交 わ し 、 そ し て 分 か れ て い き ま す 。 明

治 以 降 、 国 家 事 業 と し て の 鉄 道 敷 設 に よ り 、 線 路 は 国 内 隈 無 く 行 き 渡 り 、 駅

を中継点にし てさま ざまなものを 繋ぎま した。その一方、線路 は都市と農村 、

中 央 と 地 方 と い っ た 地 理 的 分 断 を 生 ん だ と も 言 え ま す 。 他 者 か ら 見 ら れ る こ

と へ の 過 剰 な 自 意 識 が 垣 間 見 え る 〈 私 〉 が 、 レ ー ル や 鉄 橋 と い う 場 で さ ま ざ

まに葛藤する のも、 他者との接続 ・切断 を暗示してい るのか もしれません 。  

（ペ吉）  

（本文の引用 は、ち くま文庫『宮 沢賢治 全集 ８』によ りまし た。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ７５  

*****************************************************************  

「 お れ の 頭 は 、 ど う か し た の か な 。 た っ た い ま 、 会 社 か ら 帰 っ て き た ば か り

だ と い う の に 、 家 に は も う 、 ち ゃ ん と お れ が い て 、 お ま け に ゆ か た な ん か 着

こんで、くつ ろいで いる。いった いこり ゃあ、どうい うわけ なんだ？」  

「 な に を ぶ つ ぶ つ い っ て る ん だ 。 き み は だ れ だ ！ だ ま っ て 他 人 の 家 に あ が り

こむなんて、 失礼じ ゃないか」  

（「おとう さんがい っ ぱい」『おとうさ んが いっぱい』  三田村 信行 /作  佐々

木マキ /画  理論社  1975 年 5 月  p.89）  

 

対 談 で 紹 介 し た 三 田 村 信 行 の 代 表 作 の 一 つ と も い え る 不 条 理 児 童 文 学 作 品 集

『おとうさん がいっ ぱい』の中の 表題作 からの引用で す。  

冒 頭 は 、 ト シ オ の 家 に は お と う さ ん が い る に も か か わ ら ず 、 友 だ ち に 会 っ た



か ら 遅 く な る と マ マ に 伝 言 を 頼 む と い う お と う さ ん か ら の 電 話 が か か っ て く

る と こ ろ か ら 始 ま り ま す 。 そ し て 、 い と こ の ミ ミ 子 か ら お と う さ ん が ３ 人 に

な っ た と い う 電 話 が か か り ま す 。 そ こ で 、 お と う さ ん が 複 数 存 在 す る と い う

この現象は、 トシオ の家だけでは ないこ とがわかりま す。  

そ し て 、 引 用 の 場 面 に な り 、 お と う さ ん が 帰 っ て き て 、 家 に い る お と う さ ん

と出会い、自分こそが「この家の 主、トシ マ・タツオだ 」と主張 し 合います。

な ん と 、 こ の あ と 、 電 話 を か け て き た も う 一 人 の お と う さ ん が 帰 っ て き て 、

ト シ オ の 家 に は ３ 人 の お と う さ ん が い る こ と に な り 、 お か あ さ ん は 、 睡 眠 薬

を 飲 み 続 け て 、 ３ 人 の お と う さ ん を 避 け ま す 。 こ の 社 会 現 象 を 止 め る べ く 、

つ い に 、 ト シ オ の 家 に も 役 所 か ら 調 査 官 が や っ て き ま す 。 調 査 官 の 前 で 、 ト

シ オ は 判 定 者 と な り 、 お と う さ ん た ち が そ れ ぞ れ ア ピ ー ル を し て 、 一 人 だ け

おとうさんが 選ばれ ます。  

何とも不思議 な話で すが、そこ には、ト シ オやおかあさ んの前 で、「お とうさ

ん 」 と い う 威 厳 が 何 の 意 味 も も た な く な る 様 子 が 描 か れ 、 密 か な 笑 い を 誘 い

ま す 。 ト シ オ の ３ 人 の お と う さ ん の 選 び 方 は 、 実 は あ み だ く じ 。 そ し て 、 お

か あ さ ん は 一 人 に な る ま で は 、 身 を 潜 め て い た と 言 い 、 こ ん な と こ ろ に も 、

おかあさんや 子ども の生きる知恵 、たく ましさが感じ られま す。  

『おとうさん がいっ ぱい』には、この作 品 のほか、「ゆ めであい ましょう」「 ど

こ へ も ゆ け な い 道 」「 ぼ く は 五 階 で 」「 か べ は 知 っ て い た 」 が 入 っ て お り 、 ど

れ も 、 主 人 公 の 子 ど も 自 身 の 存 在 の 不 確 か さ や 父 親 の 威 厳 の 失 墜 が 描 か れ て

おり、今読んでも読 み ごたえのある 作品だ と思いました。佐々 木 マキの絵が、

作品の内容と 呼応し て、抽象的か つ哲学 的な思考へと 誘って います。（ Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

京都国際マン ガミュ ージアムで 11 月 25 日まで開催さ れてい る企画展「マ ン

ガと戦争展２ 」に行 ってきました 。「 戦後 70 年となる 2015 年に、京都国際 マ

ン ガ ミ ュ ー ジ ア ム で 制 作 ・ 開 催 し た 「 マ ン ガ と 戦 争 展 」 の “ 続 編 ” で あ り 、

戦後 80 年の節目に向 けて企画され た」（京 都国際マンガ ミュー ジアム HP より）

とあり、「「戦後 80 年」とは、誰にとって の、どのような体 験 や記憶を意味 し

ているのか 。「戦 争マ ンガ」の多 様性と現 在性にふれな がら、一緒に考えて み

ませんか。」と問い か けられている 展示で す。  

展示室内に入 ると、ま ず、「 ４象限で示 すテ ーマごとにお ける戦 争マンガの紹

介 」 が 現 れ ま す （ 象 限 と は 、 平 面 を 直 交 す る 二 直 線 で 仕 切 っ て で き る 四 つ の

部分の一つ一 つ）。10 年前の展示で 紹介さ れた「原爆 」「特攻 」「 満州」「沖縄 」

「 戦 中 派 の 声 」「 マ ン ガ の 役 割 」 の ６ つ の テ ー マ に 加 え て 、 今 回 は 、 新 た に 、

「食」「「外国 」の戦 争」「マン ガの表現 」「新・沖縄」 が加わ っています。  

新 た な ４ つ の テ ー マ は 、 両 端 に 矢 印 が つ い た 線 の ク ロ ス と そ の 矢 印 の 先 に 言

葉がある絵（た とえ ば、「食」で あれば 、「前線」と「銃後」が両端に、「食の

中 の 戦 争 」 と 「 戦 争 の 中 の 食 」 が 両 端 に あ る ） が 床 に 描 か れ て い ま す 。 そ し

て 、 そ の 四 角 い 絵 を 囲 ん で 、 そ れ ぞ れ の 言 葉 に 即 し た マ ン ガ の 主 要 な 場 面 が

印刷された大 きなの れんが四角く 吊り下 げられていま す。例え ば、「 戦争中の

食」と「 銃後」の 交わ るところにあ るマン ガは、おざ わゆき『 あ とかたの街』

で 、「 前 線 」 と 「 食 の 中 の 戦 争 」 の 交 わ る と こ ろ に あ る マ ン ガ は 、 あ べ 善 太 /

作、倉田よしみ /漫画『味いちもんめ』と いうようにで す。マ ンガ作品を読 み

ながら、戦争 の多様な 描かれ方を知 ること ができ、自分 の中にあ る「戦争観」

がゆさぶられ ます。  

「「外国 」の戦争 」の テーマのとこ ろには 、パレスチ ナやウク ライナの作品 が

あり、マンガがいか に「現代」を描いて いるかが伝わ ります 。また、「現代沖



縄の基地問題 を取り 上げている作 品を意 識的に紹介し た」とい う「新・沖縄」

の テ ー マ に 関 し て は 、 沖 縄 出 身 の 二 人 の マ ン ガ 家 、 し ん ざ と け ん し ん （ 新 里

堅 進 ） と 大 白 小 蟹 の 作 品 が 紹 介 さ れ て い る と 同 時 に 、 次 の 部 屋 に は 原 画 も 展

示されており 、見ご たえがありま した。  

紹 介 さ れ て い る マ ン ガ は 、 手 に 取 っ て 読 め る よ う に な っ て お り 、 私 と 同 じ よ

う に 、 作 品 を 手 に と っ て 読 み ふ け っ て い る 人 を 多 く 見 ま し た 。 マ ン ガ の 表 現

できる可能性 の大き さ、深さを改 めて感 じた展示でし た。（ Ｋ ）  

京都国際マン ガミュ ージアム  https://kyotomm.jp/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第２ ３回  

*****************************************************************  

第５章  古田 足日先 生  

その３  社会 にひら く「散文」（中の前 半 ）  

 

昨年（ 2024 年）は、古田足日・田畑 精一 の絵本『おしい れの ぼうけん』（ 童心

社 1974 年）の刊行 50 周年でした。私が古 田足日先生（ 1927～ 2014 年）に出

会ったのは 、『おし い れのぼうけん 』が刊 行された、つ ぎの年 。私は 19 歳で

した。  

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や 評 論 家 の 仕 事 に 対 す る 考 察 や 、 さ ら に は 、 そ こ か ら 、 現 代 児 童 文 学 史 の と

らえ直しも試 みます 。ご愛読くだ さい。  

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ． ２０２ ５  

*****************************************************************  

「日産  童話と絵本 の グランプリ」の再開 を待つ間、童話を「 創る場」と、童

話を「読む 場」を提 供 したいと 考え 、本コ ーナーをメル マガ NO.179 からスタ

ートしました 。  

７月 20 日に、２つの キーワード 「 アイス クリーム」「かばん 」 を入れた創作

童話の募集を 開始し、８月末までの 応募期 間に 46 編の作品を お 送りいただき

ました。応募 くださ ったみなさま 、あり がとうござい ました 。  

その中から、 富安陽 子理事長が選 んだ５ 作品を発表し ます！  

Ａ「アイスや さんの  ふしぎなカバ ン」  

Ｂ「あことお ねえち ゃん 」  

Ｃ「かばんの 中のア イスクリーム 工場 」  

Ｄ「ちいさな ライオ ン 」  

Ｅ「みちばた ー」  

こちら↓に作 品を公 開しています 。 作者 名は伏せてい ます。  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html#181_5sakuhin  

読んで、いち ばんお もしろいと思 った作 品に ぜひ投票 してく ださい ！  

投票はどなた でもし ていただけま す。（ 一 人１作品のみ ）  

◇投票期間： ９月 20 日（土）～ 10 月 15 日（水）  

 投票はこち らから →  https://forms.gle/zeqApnkgcJrZxtzA7  

み な さ ん の 投 票 を 集 計 し 、 上 位 ２ 作 品 を 10 月 21 日 発 行 の メ ー ル マ ガ ジ ン

NO.182 で発表します 。同じ条件で 書いた 、富安陽子理 事長の 作品も公開し ま

https://kyotomm.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html#181_5sakuhin
https://forms.gle/zeqApnkgcJrZxtzA7


す。お楽しみ に！！  

＜詳細はこち らをご 覧ください＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●茂田井武  原画展  

場所：大阪府 立中央 図書館  １階 展示コ ーナーＡ  

期間：９月 19 日（金 ）～ 10 月８日（水）  入場料：無 料  

※休館日あり 、開館 時間にご覧い ただけ ます  

主催：大阪府 立中央 図書館指定管 理者  長谷工 ･大阪共立 ･ＴＲＣグループ  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『オ オ カミは海をめざ

す』をプレゼント しま す。ご希望の方は、プ レゼント応募 フォー ムから、（ 1）

お 名 前  （ 2） 郵 便 番 号 ・ 住 所  （ 3） 電 話 番 号  （ 4） メ ー ル ア ド レ ス 、 よ ろ し

ければ  （ 5）このメ ルマガのご感 想をお 書きのうえ  ご応募く ださい。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は 10 月 10 日（金）、当選 発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

秋の定番は、 読書、 スポーツ、行 楽と盛 りだくさん。 まだ読 み始めていな い

本、暑さに負 けて休 憩中のウォー キング 、思い切って の遠出 と気持ちばか り

が先走ります 。短い と言われる近 頃の秋 。ひとまず、 食に走 ろうかと思案 中

です。（Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
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